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港区緑化計 画書の手引 き
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1緑 化 指 導 の 対 象 と 相 談 窓 口

  1-1 緑化指導の対象

　 港区では、安全で快適な生活環境を確保し 、生きも のにやさし いみどり豊かな街づくりに取り組んでいます。そこで敷地面積

250㎡以上の建築計画があると き には、緑化計画書を あら かじ め区に提出し ていただく こと が「 港区みどり を 守る条例」に

定めら れています。設計、建築業者の方は、建築主の方と 十分相談のう え、区の基準以上の緑化を図り、より 良い環境づくり に

ご協力く ださ い。

  1-2  緑化指導の相談窓口

具体的な事前協議および提出日は、電話で予約をお願いし ます。

注1 増改築の場合でも、敷地全体が250㎡以上ある場合は提出が必要になります。

注2 東京都へは、緑化計画書を提出する必要はありません。平成15年12月に「 東京における自然の保護と 回復に関する条例」第57条（ 緑化の義務に関する

区市町村条例との関係）の条項が適用さ れ、手続きが一元化さ れまし た。このため、緑化計画書は、港区のみの提出となります。

「 港区みどりを守る条例」

第1・ 2・ 3・ 4・ 5条

第16・ 17・ 18条

「 港区みどりを守る条例」

第1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 16・ 17・ 18条、「 同条例施行規則」

敷地面積 緑化指導 根拠条例・ 規則

250㎡未満

250㎡以上

港区  環境リ サイクル支援部  環境課  緑化推進担当

港区芝公園1-5-25（ 港区役所 8階）　 TEL 03-3578-2111（ 内線2330、2331）　 FAX 03-3578-2489

港区の緑化の協議、計画書の提出が必要になります。

緑化計画書を提出する必要はありません。

出来る限り区の緑化基準に準じ て緑化してく ださ い。
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2 用 語 に つ い て

土壌、その他の植栽基盤に樹木、地被植物、つる性植物、草花等の植物を植栽し 、育成すること。

樹木や地被植物などの枝葉で覆われている土地、樹木等と 一体的に作られた池や花壇、草花の植生さ れた土地

樹木等で覆われた植栽基盤の面積と 単独で植栽さ れた樹木および既存樹木の樹冠で覆われた土地の面積

植物の植栽および育成に必要な土地の部分

樹冠（ 樹木の枝葉の広がり）を地表に真上から投影し た面積

地上1.2ｍの高さ における幹の周長。株立ちの場合は、おのおのの周長の総和の70% を周長とする。

樹木の枝葉が四方に伸びた平均の枝幅

下記の「 高木」、「 中木」、「 低木」、木本植物

植栽時の高さ が3m 以上

植栽時の高さ が1.5m 以上3m 未満の樹木

植栽時の高さ が0.3m 以上1.5m 未満の樹木（ タ ケは低木に含みます。）

芝、リュウノ ヒ ゲ、ヘデラ類、ササ類、シダ植物等の地表を覆う 植物

ツタ 類、カズラ類等の木性のツル植物

ベンケイソウ科の多肉植物

敷地のう ち道路（ 公道、私道の別を問わない）に接する部分

接道部の長さ のうち、緑化さ れている接道部の長さ（ 壁面、ベランダを緑化し た場合を含む）の全体が閉める割合（ 率）

建築物の屋根部分で、人の出入りおよび利用可能な部分をいい、ルーフ バルコ ニー等も屋上に含まれる。

屋上部分で、人の出入り可能と は、次の条件を満たすも のをいう 。

建築物の外壁部分で地上からほぼ垂直に設置さ れた側面

建築物の側面で外部の突出又は外部と 一体と なった構造をもち、室内や廊下等から人の出入りが出来る部分

あらゆる生きも のが、相互に関わりあいながら生きていること。

地球規模の生物多様性の保全と 利用について約束し た国際条約である生物多様性では、生態系の多様性、

種の多様性、遺伝子の多様性の3つのレ ベルの多様性があるとさ れています。

個々の生物の生息地が、生物の移動が可能であるよう につながれた状態にあること。野生生物の生息・ 生育空間の

確保、人と自然のふれあいの場の提供などの機能が発揮さ れること が期待さ れる。

国内由来か国外由来かを問わず、人為によって意図的・ 非意図的に本来の生息地・ 生育地の外から持ち込まれた生物

その地域の環境や地形に対応し た、もともと 生育している植物のこと。

  この手引きで使用する用語の意味は、次のとおりです。

緑化

緑地

緑化面積

植栽基盤

樹冠投影面積

幹周

枝張り

樹木

　 高木

　 中木

　 低木

地被植物

つる性植物

セダム

接道部

接道部緑化率

屋上

壁面

ベランダ

生物多様性

エコ ロジカ ル

ネット ワーク

外来種

在来種

• エレ ベータ ー、階段（ ステップ型）、平面フロアにより、人が行き来できること。

　【 対象外】はしごや移動式の階段（ タラップ等）などで上り下りする屋根

• 手すり柵などで囲まれ安全であること。
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3 緑 化 計 画 書 の 手 続 き の 流 れ

• 敷地面積250㎡以上の建築計画がある場合、緑化計画書の提出が必要になります。

• 必要書類は①案内図、②敷地現況図面・ 写真、③建築計画概要書、建築計画図

（ 平面・ 断面図）です。

• 既存樹木がある場合は整地する前にご相談く ださ い。

• 表土の利用や生きも のの生育生息環境がある場合はご相談く ださ い。

• 総合設計制度の適用を 受ける施設は、許可申請前のできるだけ早い時期に、事前

協議を終了さ せてく ださ い。

• 環境影響評価条例および特定街区・ 再開発地区等の適用を 受ける施設は、計画の

素案を立てる段階で早めに事前協議にお越しく ださ い。

• 風致地区内での建築計画の際には、「 港区みどり を 守る条例」のほかに「 東京都風

致地区条例」による許可の審査基準としての緑化基準が適用さ れます。両基準とも

満たすよう に計画を立ててく ださ い。

• 「 港区景観条例」に基づく 事前協議の対象と なる計画は、開発指導課と 景観形成に

関する事前協議をしてく ださ い。

• 事前協議を終えた緑化計画書を正・ 副各1部提出してく ださ い。

• 詳しく は、後述の「 4 緑化計画書の提出手続きと 作成要領」（ 5ページ）を参考にし て

く ださ い。

• 緑化計画書受付時に、計画内容と 記載事項等のチェックを行います。

• その後、規則で定める緑化基準等に適合し た緑化計画であるか最終的な適合審査

を行います。

• 緑化計画書認定通知として、緑化計画書副本をお返しし ます。

• 申請は緑化計画書副本受領後に行ってく ださ い。

① 緑化計画の策定

② 事前相談・ 事前協議

要予約

⑤ 緑化計画書副本の交付

④ 適合審査

概ね7～10日

建築確認申請

③ 緑化計画書の提出

要予約
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• 認定を 受けた緑化計画の内容を変更する時は、速やかに変更協議を行い、緑化

変更計画書を 正・ 副各1部提出し てく ださ い。詳しく は、後述の「 5緑化計画変更

の手続き」（ 6ページ）を参考にしてく ださ い。

• 緑化変更計画書認定通知として、緑化変更計画書副本をお返しし ます。

• 緑化計画の認定を受けた施設の緑化工事が完了し た時は、速やかに「 緑化完了届」

正・ 副各1部提出してく ださ い。詳しく は、後述の「 6 緑化完了届の提出手続きと 作成

要領」（ 6ページ）を参考にしてく ださ い。

• 完了届受付時に、記載事項等のチェックを行い、完了確認の日時を決定し ます。

• 計画書どおり に緑化が実施さ れたか、提出さ れた書類の審査および現地確認を 行

います。

• 緑化確認書を交付し 、緑化完了届副本をお返しし ます。

• 緑化の完了確認は、建築確認の完了と は別扱いであり、個別に行います。

• 緑化完了届副本および緑化確認書は、建築物件に関する緑化計画を 証明するも の

なので、大切に保管してく ださ い。

• 生物多様性に配慮し た緑化には、生きも のがいるかどう か、定期的に観察するよう

にしてく ださ い。

• セダム、コ ケ類による薄層緑化を 行っ た場合は、緑化工事完了1年後に、緑地等管

理状況報告書※1を区に提出してく ださ い。

④ 適合審査

⑤ 緑化変更計画書副本の交付

概ね7～10日

⑩ 緑化完了副本の交付

⑪ 緑化計画の完了

⑨ 完了確認

概ね5日以内

⑥ 緑化工事着手

⑦ 緑化工事完了

維持管理・ 観察

③ 緑化変更計画書の提出

⑧ 緑化完了届の提出

緑化工事完了後直ちに

緑化計画の変更がある場合

※1  港区ホームページ「 緑化計画書」からダウンロード できます。
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26ページを参照してく ださ い。正・ 副ともに建築主の押印が必要です。

当該地の位置を表示し 、所在地を地名地番で記入してく ださ い。

緑地の位置を図示し 、敷地面積、建築面積、延べ床面積、基準緑化面積（ 計算式含む）、計画緑化面積、

接道部延長、基準接道部緑化延長（ 計算式含む）、計画接道部緑化延長の算出根拠を記入してく だ

さ い（ 別紙可）。数値は小数第2位で記入してく ださ い（ 小数第3位を四捨五入）。

面積の算定方法は、三斜求積を基本とし ます。ただし 、複雑な形状等の場合には、CADによる座標求

積も 認めます。

緑地は緑色、隣接境界線は赤色、道路境界線は青色で着色し 、計画接道部緑化延長は緑、計画建築

物は黄色で囲ってく ださ い。

緑地の区域、植栽、残存する樹木等の種類、本数を記入し、新植・ 移植・ 残存の違いを明示してく ださ い。

緑地は緑色、隣接境界線は赤色、道路境界線は青色に着色してく ださ い。

緑地の幅、土留めの高さ、地盤の高さ（ 人工地盤は土盛厚等）を記入してく ださ い。また、屋上、ベランダ、

壁面等を緑化する場合は、客土厚のわかる断面図を必ず添付してく ださ い。壁面緑化の場合は、壁

面または補助資材の構造及び高さ を示してく ださ い。

樹木は高・ 中・ 低木、地被類に分類し 、既存樹を含め、樹木の種類、形状寸法、本数を記入し 、新植・ 移

植・ 残存の区別をつけてく ださ い。

2～3面程度。植栽状況を図示してく ださ い。

現存する緑地がある場合、添付してく ださ い。現存緑地の位置と 範囲を図示し 、樹種、形状寸法等を

記入し た現況樹木の一覧表を作成してく ださ い。

現存緑地面積を求積してく ださ い（ CADによる座標求積可）。

現存緑地と 接道部の現況写真を 撮影方向図とと も に添付し てく ださ い。現存緑地がない場合は、

敷地現況と 接道部の写真を添付してく ださ い。

32ページを参照してく ださ い。生物多様性に配慮し た項目を記入してく ださ い。緑化基準面積が500

㎡以上の場合は、目標種の設定を行ってく ださ い。

生物多様性緑化チェックリスト で配慮し た項目が確認できるよう に、生物多様性緑化計画平面図を

作成してく ださ い。

4 緑 化 計 画 書 の 提 出 手 続 き と 作 成 要 領

  4-1 緑化計画書の提出

　 緑化計画書は、建築確認申請の概ね7～10日前までに協議の済んだ緑化計画書を 正・ 副各１ 部提出し てく ださ い。緑化計

画書の受付時に、計画内容及び記載事項等のチェックを行います。

  4-2 緑化計画書の作成要領

　 緑化計画書（ 9号様式）に必要事項を 記入し 、下記の書類を 添付し てく ださ い。書類はA4サイズに折り 、左端を ホチキス

または紐などで1冊に綴じ てく ださ い。ファイル綴じ する必要はありません。

緑化計画書 （ 第9号様式）※1

案内図

緑化計画求積図

計算根拠

緑化計画平面図

緑化計画断面図

植栽樹木一覧表

建物立面図

現況図面

現況写真

生物多様性緑化※2

チェックリスト

生物多様性緑化計画平面図

「 港区景観条例に基づく 事前協議回答書」表紙の写し（ 該当する場合のみ）

図書名 作成・ 記載方法

※1 ,※2 港区ホームページ「 緑化計画書」からダウンロード できます。
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5 緑 化 計 画 変 更 の 手 続 き

  5-1 緑化計画の変更協議 

　 緑化計画認定通知書（ 緑化計画書副本）の交付を 受けた後に、緑化計画書の内容を 変更（ 敷地面積、延べ面積等緑化の基

準値に関わる変更）しようとする時は、速やかに担当部署に連絡し 、変更協議を行ってく ださ い。緑地の形状変更や面積の変更、

樹種の変更で大幅な変更を伴わない軽微なも のについては、完了届の図面等で対応し ます。

6 緑 化 完 了 届 の 提 出 手 続 き と 作 成 要 領

  6-1 緑化完了届の提出 

　 緑化計画の認定を 受けた施設の緑化工事が完了し た時は、速やかに緑化完了届（ 第10号様式）を 作成し 、正・ 副各１ 部を

提出してく ださ い。

  6-2 緑化完了届の作成要領 

　 緑化完了届（ 10号様式）に必要事項を 記入し 、下記の書類を 添付し 、A4サイズに折り 、左端を ホチキスまたは紐などで

1冊に綴じ てく ださ い。ファイル綴じ する必要はありません。

  5-2 変更計画書の提出 

　 緑化計画の変更協議後、緑化変更計画書（ 9号様式の2）※1 に、変更の生じ た図書を添付して正・ 副各1部を提出してく ださ い。

適合審査を行い、認定通知書として緑化変更計画書副本をお返しし ます。書類作成要領は、緑化計画書に準じ ます。

正・ 副ともに建築主の押印が必要です。

当該地の位置を明示し 、所在地を地名地番でご記入く ださ い。

要領は緑化計画求積図と 同じ です。実施寸法をご記入く ださ い。

この寸法を元に現地確認を行います。

要領は緑化計画平面図と 同じ です。

① 緑化完了平面図

② 植栽樹木一覧表

緑地の全箇所が確認できる必要な枚数を撮影し 、撮影方向とともに添付く ださ い。接道部緑化につい

ては、道路側から撮影し たものを含めてく ださ い。

緑化完了届（ 第10号様式）※2

図書名 作成・ 記載方法

添
　
付
　
書
　
類

※1 ,※2 港区ホームページ「 緑化計画書」からダウンロード できます。

案内図

緑化完了求積図

緑化完了図

完了写真
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7 緑 化 の 基 準

  7-1 緑化計画の優先順位、留意点 

　 緑化計画は、以下の点に配慮して計画を作成してく ださ い。

❶ 緑の保護

　  今ある既存の緑を極力残してく ださ い。そのまま残せない場合には、移植の措置を考えてく ださ い。

❷ 自然環境の保全

　  既存樹木や樹林など緑の保護と、斜面緑地や湧水など自然環境の保全に役立つ緑化を計画してく ださ い。

❸ 接道部を重点に緑化する

　 緑化の計画は、人々の生活空間である地上部の接道部を 重点に、環境改善効果の高い、樹木による緑化を 計画

　 し てく ださ い。

❹ 景観の向上

　 生け垣や四季の変化が美し い樹種を 用いるなど、周辺環境と 調和し 美し い地域景観を 形成する緑化を 計画し て

　 く ださ い。

❺ バランスの良い配置

　 低木や地被類、芝だけの植栽では、平面的に緑化面積は取れても 緑のボリュームは確保できません。平面的、立面

　 的及び全体的に緑の量を確保するため、高木から 地被類まで常緑落葉を織り 交ぜ、バランスよく 配置してく ださ い。

❻ 環境改善に有効な緑化

　 樹木を中心とし た植栽を行い、樹木の蒸散作用によるヒ ート アイランド 現象の緩和や水循環系の回復など、環境改善

　  に効果の高い緑化を 計画してく ださ い。

❼ 植物の健全な育成と 管理

　  植物の生育に適し た場所に、適正な植栽基盤を設置し 、植物が健全に生育できる緑化を 計画してく ださ い。

　 また、緑地等は、適正に管理できる構造とし 、屋上緑化・ 壁面緑化は、落下物等により 周辺に悪影響を 及ぼさ ない

　 緑化を 計画し てく ださ い。

❽ 地域の生態系への配慮

　 地域の自然環境と 連携し 、野鳥等の生物の移動や採餌、営巣の拠点と なるよう 生態系に配慮し た緑化を 計画し て

　 く ださ い。

緑化する場所は、地上部の接道部に重点を置き、計画地内にある既存の植木等は敷地内で再利用するよう 心がけてく ださ い。

港区の緑化基準は、「 港区みどりを 守る条例」により以下の7つの基準が定めら れています。

1 緑化面積の基準 2 地上部の緑化基準 3 屋上の緑化基準

5 植栽本数の基準 6 緑化面積の算定基準 7 公共施設の緑化基準

4 接道部の緑化基準

7



基準接道部緑化延長 ＝ 接道部長さ  × 接道部緑化率

  7-2 基準接道部緑化延長 

　 接道部の緑化は、接道部長さ に下記の接道部緑化率を乗じ て得られる長さ 以上になるよう にしてく ださ い。なお、塀やネット 、

フェンス等は極力避け、生け垣等で緑化してく ださ い。

• 区分の適用は、1階部分における主たる用途とし ます。

• ホテル等宿泊施設・ 病院・ 福祉関係・ 集会施設（ 教会、結婚式場）は、「 事務所・ 店舗」と 同じ 種別として扱います。

• 研修施設は、「 学校、庁舎等」と 同じ 種別として扱います。

• 墓地・ 屋外娯楽施設は「 屋外運動競技施設」と 同じ 種別として扱います。

• 接道部の緑化は、高木（ 植栽時の樹高3ｍ以上の樹木）または中木（ 植栽時の樹高1.5ｍ以上3ｍ未満の樹木）で基準接道

部緑化延長の3割以上を緑化してく ださ い。

　 その他の部分は、低木・ 地被植栽による 緑化、またはツ ル植物等による壁面緑化で 緑化すること ができます。詳し く は、

後述の「 8 接道部緑化の長さ の算定」（ 10ページ）をご 覧く ださ い。

住宅

事務所

店舗

工場

学校

庁舎等

屋外運動

競技施設

処理場

上記以外の施設

施設別

敷地面積

（ ㎡）

接道部緑化率

6 / 10

6 / 10

7 / 10

7 / 10

1,000未満

3 / 10

3 / 10

6 / 10 7 / 10

7 / 10

7 / 10

8 / 10

8 / 10

8 / 10

30,000以上

5 / 10

1,000以上

3,000未満

6 / 10

3,000以上

10,000未満

10,000以上

30,000未満
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基準緑化面積 ＝ 敷地面積×緑化率ａ  ＋ 延べ床面積※×緑化率ｂ

  7-3 基準緑化面積 

緑化面積は、下の式から算出し た面積以上になるよう に計画してく ださ い。

• 緑化面積は原則地上部で確保し てく ださ い。屋上、ベランダ、壁面等に緑化する場合は、基準緑化面積の１ /２ 以上を 地上

部の樹木等による緑化で確保してく ださ い。この場合において、地上部から 15ｍ以下で道路から視認できる壁面、ベランダ

等を緑化し た場合は、地上部の緑化面積に算入すること ができます。

• 緑化面積と は、樹木等で覆われた植栽基盤（ 土の部分）の面積と 、単独で植栽さ れた高木の樹冠投影面積と を 合計し たも

のです。なお、既存の植栽面積も 加算し ます。詳しく は、後述の「 9 緑化面積の算定」（ 11ページ）をご覧く ださ い。

• 建物用途が複数ある場合、緑化率ｂ は按分して計算してく ださ い。

• 都市計画道路線（ 事業未定のも の）が敷地内に入っている場合は、できるだけ計画区域に含まれない敷地内で緑地を確保

するよう に努めてく ださ い。

• 下記の条件を満たす既存の樹木（ 植栽後概ね5年経過しているも の）を残す場合は、基準緑化面積の1/2を上限として、その

面積に2を乗じ た面積を算入すること ができます。

　 ①地上1.2ｍの高さ における幹の周囲が1.0ｍ以上の樹木  ②面積が100㎡以上の一群の樹林   ③長さ 20ｍ以上の生け垣

※容積対象外を含む各階床面積のこと。

敷地面積（ ㎡）

1,000未満

1,000以上3,000未満

3,000以上5,000未満

5,000以上10,000未満

10,000以上30,000未満

30,000以上

建物用途

敷地面積1,000㎡以上の事務所、

店舗、工場、学校、庁舎等、

その他業務系施設

敷地面積1,000㎡未満の業務系施設

住宅、その他住宅系施設

緑化率 a

3％

4％

6％

8％

10％

12％

緑化率 b

2.5％

1.5％

緑化率 a 緑化率 b
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接道部長さ（ Ｌ ）

Ｌ ＝Ｌ 1＋Ｌ 2

接道部緑化延長（ l）

ℓ ＝ℓ 1＋ℓ 2＋ℓ 3＋ℓ 4＋ℓ 5＋ℓ 6＋ℓ 7

接道部緑化率＝ℓ ／Ｌ

8 接 道 部 緑 化 の 長 さ の 算 定

  8-1 接道部長さ  

　 接道部長さ は、道路（ 一般の利用に供さ れている私道含む）に接する長さ の総延長とし ます。

  8-2 接道部緑化延長

　 接道部緑化に算定できるも のは、固定式の植栽基盤により 樹木で 緑化

さ れた緑地で、前面の道路境界線と 平行に測定し た植栽基盤（ 土の部分）の

長さ が、植栽延長として算定さ れます。また、緑地が道路に直接接していなく

ても 、近接し た範囲にあり、高中木を主体とし た緑化で、道路からの見通し が、

塀やフェンス、自動車等で妨げられないものは、算入できます。

接道部長さ および接道部緑化延長の算出については、右図と 下式を参考に

してく ださ い。

  7-4 道路、公園等の緑化基準 

　 道路、公園等の公共施設の緑化基準については、下表のと おりとし ます。

1 道路の幅員が2.5ｍ以上の道路については、道路の区分又は状況に応じ て、街路樹および植樹帯又はそのいずれ

かを設ける。

2 歩道の幅員が2.5ｍ未満の道路については可能な限り植樹する。

1 児童遊園、街区公園又は運動公園については、敷地面積の10分の3以上の面積を緑化する。

2 前号に規定する公園以外の公園については、敷地面積の10分の5以上の面積を緑化する。

3 緑地については、敷地面積の10分の8以上の面積を緑化する。

施設の種類 緑化の基準

道路　

公園等

L

H
ℓ 4ℓ 3

H
ℓ 5

H
ℓ 6

H
ℓ 7

2

ℓ 1 ℓ 2

L 1
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9 緑 化 面 積 の 算 定

  9-1 緑化面積の算定

❶ 固定式の植栽基盤に設けら れた緑地は、縁石や工作物等を 除いた土の部分を 緑化面積とし ます。なお、敷地内であれば、

高木等で植栽基盤から 出る部分も 投影面積として加算さ れます。

❷ 単独で植栽さ れた樹木は、植裁時の樹冠投影面積を 植栽面積とし ます。駐車場、駐輪場の周り、歩道状空地等においても

単独植栽さ れた樹木は、樹冠投影面積として加算できます。ただし 、上から の投影面積が重複する場合、ダブルカウント は

できません。

❸ 生け垣は、生け垣の長さ に幅を 乗じ た面積を緑化面積とし ます。

❹ 屋上、ベランダ等を緑化する場合は、土壌厚が30cm 未満の場合は、緑化する面積の3/4を算入してく ださ い。ただし 、日照を

十分確保し 、かん水設備等を 設けた場合は、全てを 緑化面積に算入すること ができます。土壌厚が30cm 以上確保さ れて

いる場合は、すべて算入できます。ただし 、セダム、コ ケなど樹木に比べ環境改善効果が低い植物で緑化する場合は、緑化

する面積の1/2を算入してく ださ い。

❺ 壁面を緑化する場合は、緑化面積又は補助資材面積の1/2を算入できます。ただし 、かん水設備等を設け、次のいずれかの

要件を 満たす場合は、その面積の全てを緑化面積に算入すること ができます。

　  ア　 十分な日照が確保できる公開性の高い空地に面して緑化し たと き。

　  イ　 接道部緑化をし たと き。

  8-3 緑化延長 

❶ 単独木（ 高木および中木）

　 高木および中木の単独木は、樹冠投影の幅（ W ;葉張り）が緑化延長になります。ただし 、樹冠投影の幅と 植栽帯および生け

垣などの緑化延長が重複する部分はダブルカウント できません。

❷ 植栽帯、生け垣

　 中低木による植栽帯および生け垣は、その長さ がそのまま緑化延長になります。植栽桝の縁石等は延長には算入できま

せん。植栽帯の有効幅については、「 9-4 植栽帯の有効幅の標準」（ 12ページ）をご覧く ださ い。

❸ 屋上、ベランダ、壁面緑化

　 屋上、ベランダ、壁面等の緑化は、緑化効果に応じ て緑化延長（ 接道部緑化）に算定できます（ GLから の高さ 概ね15m ）。

区と 協議を行っ た上、算入してく ださ い。

  9-2 緑化面積に算定できないもの

❶ 地上部における地被類植物のみによる緑化。ただし 、樹木と 一体的に緑化し ている場合は、基準緑化面積の２ 割を 限度に

算入すること ができます。

❷ 上部が建築物等で覆われ、散水設備も なく 、雨も 当たら ない場所に設けら れた緑地

❸ 植物の生育が困難な場所や維持管理ができない場所に設けら れた緑地

❹ プランタ ー等の可動式植栽基盤。ただし 、1個あたりの容量が100リット ル以上のも のであれば、区と 協議を行ってく ださ い。
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10 生 物 多 様 性 緑 化 計 画 の 立 案

  10-1 生物多様性緑化計画の立案方法 

　 生物多様性を取り入れた緑化計画の立案は「 生物多様性緑化チェックリスト 」に記入し ながら進めてく ださ い。

　「 生物多様性緑化チェックリスト 」にある項目に沿って進めること により、生物多様性緑化計画を立案することができます。

　「 生物多様性緑化チェックリスト 」に沿って生物多様性緑化を立案し たら、生物多様性緑化計画を示す生物多様性緑化計画平

面図を作成します。

  9-3 植栽本数の基準

　 基準緑化面積15㎡に当たり、高木1本、中木5本を 植栽し てく ださ い。また、植栽地が半分以上緑で覆われるよう 低木を 植

栽してく ださ い。

　 ただし 、植栽する高木の形状寸法が大きい場合など、この割合による植栽を行うこと に支障があると 認められる場合は、この

限りではありません。

  9-4 植栽帯の有効幅の標準

　 植栽帯有効幅は高木0.8ｍ以上、中木0.6ｍ以上、低木0.4ｍ以上、地被植物0.3ｍ以上とし ます。

樹木を 健全な状態で育成するためには、樹木の種類や大きさ により、適切な植生地の幅を 確保すること が重要です。

生物多様性

緑化立案の流れ

生物多様性

緑化ガイド

計画地周辺の

緑の状況を 見る

【 参考】

生物多様性緑化手法 1～9

生物多様性緑化で

誘致する目標種を 設定する

生物多様性に

配慮し た計画

基準緑化面積500㎡未満

□　 生物多様性緑化チェックリスト 　 □

目標種の設定基準緑化面積500㎡以上

周辺の緑の

状況の確認

1 3
2

生物多様性緑化計画

生物多様性緑化計画平面図

立案し た緑化計画を平面図に記載してく ださ い。
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  10-2 生物多様性緑化チェックリスト の記入について

　 生物多様性緑化チェックリスト に記入する主な項目は下記の3点です。

❶周辺の緑の状況について

　 建築計画地の周辺の緑の状況について、あてはまるパタ ーンを調べてチェックを入れます。詳しく は「 生物多様性緑化ガイド 」※

をご覧く ださ い。

※港区ホームページ参照　 ホーム▶ 環境・ まちづくり▶ 環境▶ 都市緑化・ 自然環境▶ 生物多様性

a 全体的に緑の多い地域

① 建築計画地から 半径100ｍ程度にある公園や緑地と の連続性に

配慮してく ださ い。（ 例えばト ンボやチョ ウ、バッタ など）

② 建築計画地から 半径500m 程度にある公園や緑地から の「 生きも

の」の移動に配慮し た計画としてく ださ い。（ 野鳥など）

緑（ 公園や樹林） 水面 計画対象地

b 離れたところに緑が多い地域

① 建築計画地から 半径100ｍ程度に公園や緑地があまり ない。

② 建築計画地から 半径500m 程度にある公園や緑地から の飛翔に

よって飛び石的に利用さ れる移動に配慮し た計画とし てく ださ い。

（ 野鳥など）

緑（ 公園や樹林） 水面 計画対象地

c 全体的に緑の少ない地域

① 建築計画地から 半径500ｍ程度に公園や緑地があまり ない。

② 小規模な緑地を 利用する「 生きも の」を 対象とし た計画とし てく だ

さ い。（ チョ ウなどの昆虫類）

緑（ 公園や樹林） 水面 計画対象地
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緑化以外での工夫

• 人のふれあい効果を高めるため人目につく 明るい接道部に植える

• 「 チョ ウを呼ぶこと」を目指して作った植え込みであることをアピールする説明板の設置

  10-2 生物多様性緑化チェックリスト の記入について

❷目標種の設定について

　 基準緑化面積500㎡以上の計画で設定が必要です。

　 計画地での緑化を計画する際、誘致する生きも のの目標種について生物多様性緑化ガイド の候補種の中から設定し たか、

独自に設定し たか、設定していないかチェックを入れます。

　 詳しく は「 生物多様性緑化ガイド 」をご覧く ださ い。なお、基準緑化面積500㎡未満の計画でも目標種の設定は可能です。

　 目標種については＜参考＞に掲載しているので参照してく ださ い。

❸ 生物多様性に配慮し た計画

　 計画地での緑化計画について、「 生物多様性緑化ガイド 」に事例としてあげている手法１ ～９ を参考に生きものの誘致や場

所づくり、植栽などに配慮して計画として取り入れた項目にチェックを入れます。

　 ここでは手法の一部を掲載しています。詳しく は「 生物多様性緑化ガイド 」をご覧く ださ い。

チョ ウのやってくる植え込みづくり

• チョ ウの幼虫が食べる草や木を植える（ 植木鉢やポット の利用も）

• 成虫の吸蜜のために季節ごとに咲く 花木の植栽および季節ごとに草花を植え替える

チョ ウを呼ぶ

道路沿いのチョ ウを呼ぶ

植え込み手法（ 例）
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主なチョ ウと 食草

イチモンジセセリ

イネ科の

ススキなど

モンシロチョ ウ

アブラナ科の

キャベツ、

アブラナ類、

イヌガラシなど

アオスジアゲハ

クスノ キ科の

タブノ キ、

シロダモ、

ヤブニッケイなど

ルリタテハ

ユリ科の

サルト リイバラ、

ホトト ギス、

ヤマユリ など

クロアゲハ

ミ カン科の

ミ カン類、

カラタ チ、

カラスザンショ ウなど

ヤマト シジミ

カタ バミ

ナミ アゲハ

ミ カン科の

サンショ ウ、

カラタ チなど

キアゲハ

セリ 科の

セリ、

ミ ツバ、

パセリ など

キタキチョ ウ

マメ 科の

ハギ、

ネムノ キなど

モンキアゲハ

ミ カン科の

カラスザンショ ウ
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緑化以外での工夫

• 水浴び場をつくる

• 砂浴び場をつくる

• 巣箱をかける

• 餌台をつく る

• 「 野鳥を 呼ぶこと 」を 目指し て

作っ たことをアピールする説明

板を設置する

野鳥のやってくる庭づくり

• 野鳥が好む食餌木を植える

野鳥を楽し む手法2

主な野鳥と食餌木

コゲラ
マユミ 、カキノ キ、

ヤマグワ、アカメ ガシワ、

ウルシ、ハゼノ キ

シジュウカラ

ニシキギ、マユミ 、

サンショ ウ、ハンノ キ、

カエデ類、マツ類、スギ

樹木の多い宅地や、公園でも

繁殖する。樹木の枝や幹にひそ

む昆虫を 食べる小さ なキツツ

キの仲間。

樹林性の鳥で、公園や庭にやって

く る。樹木の幹や林床にひそむ昆

虫、果実を食べる。

樹上で生活し 、甘い果実や花の蜜

を吸いにやってくる。樹木の多い宅地や、公園にみ

られる。夏は昆虫、冬は果実・ 種

子を食べる。

小さ な果実を好んで食べる。比較

的呼び寄せやすい。

藪を好む。冬は公園や庭によく

現れる。

ヒヨドリ
ヤマモモ、コブシ、アオキ、

センリョ ウ、サネカズラ、

ズミ 、ナンテン、ト ベラ、

マサキ、クロガネモチ、

ヒ サカ キ、クスノ キ

メ ジロ
モッコク、ニシキギ、ウメ モド キ、

クコ 、ガマズミ 、サンゴジュ、

ヒ サカキ、サンショ ウ、

アマクサギ、モミ ジイチゴ

ウグイス
ニワト コ 、カラスザンショ ウ、

モミ ジイチゴ、

コ ムラサキ、ムラサキシキブ

ジョ ウビタキ
ナンテン、ニシキギ、

ムラ サキシキブ、ガマズミ 、

ヒ サカキ、マサキ

野鳥がやってく る

庭づくりの手法（ 例）
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緑化以外での工夫

• 屋上や人工地盤の土壌は、落ち葉による腐食層の形成や散水等による乾燥化への対応なども考慮する

生きもののやってくる屋上・ 人工地盤・ ベランダづくり

• 野鳥や昆虫がやってくるための食餌木や食草を植える

• 小規模でも水辺を設置して、水飲みや産卵場になるよう な場所を確保する

屋上・ 人工地盤・ ベランダに生きも のを呼ぶ

生きものがやってく る

ベランダ緑化の手法（ 例）

生きものがやってく る

屋上・ 人工地盤緑化の

手法（ 例）

手法3
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年4～5回の草刈り が継続さ れる植生(春)図-1　

※港区では、年2～３ 回の草刈りで、チガヤが出現するという 報告がある

年2～3回の草刈り ※が継続さ れる植生(春)図-2　

年1～2回の草刈り が継続さ れる植生(秋)図-3　

  草刈りの頻度によって構成種や草丈が異なり、そこに住む昆虫や小動物の種類も異なる

植生タイプ

低茎草はら  比較的乾いた場所高茎草はら

ススキ、オギ、ト ダシバ

ノ アザミ 、ハギ、ヨ モギ

オオマツヨ イグサ、ネザサ

クズ、ヒヨド リ バナ

アキノ ゲシ、コ マツナギ

キリ ギリス、クツワムシ

ツユムシ、マツムシ

オナガササキリ、スズムシ

エノ コ ログサ、チカラシバ

スズメ ノ カタ ビラ、メ ヒ シバ

シロツメ グサ、イヌタ デ

カ ゼクサ、オヒ シバ

スズメ ノ ヒ エ、カタ バミ

クサキリ、ツヅレ サセコ オロギ

ミ ツカド コ オロギ、エンマコ オロギ

マダラスズ、シバスズ

ヒ シバッタ、イボバッタ

ショ ウリョ ウバッタ

オンブバッタ、ト ノ サマバッタ

低茎草はら  比較的湿った場所（ 湿地）

スズメ ノ テッ ポウ

タ ガラシ、ミ ゾソ バ

ヒ デリコ 、スギナ

テンツキ、コ ケオト ギリ

オモダカ、アシボソ

ヤチスズ、ケラ

ト ビケシバッタ

ハネナガヒ シバッタ

ヒ シバッタ、ツチイナゴ

コ バネイナゴ

構成植物

バッタ・ コオロギの種類

草はらで生きも のを呼ぶ手法4

播種および芝の植え付けを行う

※草刈りの頻度による工夫

• バッタ 類やシジミ チョ ウなどが訪れる草はらにする⇒年4～5回の草刈りで維持さ れる （ 図-1）

• アゲハ類などが訪れる草はらにする▶ 年3回程度の草刈りで維持さ れる （ 図-2）

• ヤマハギなどの花やススキの風情のある姿を楽し み、ト ンボ類や鳴く 虫がすむ草はらにする⇒年1～2回程度の草刈り

で維持さ れる。当初はセイタ カアワダチソウやオオアレチノ ギクなどの帰化植物が侵入するが、比較的乾燥し た場所

ではススキ、湿った場所ではオギが優占するよう になり草丈2m 前後で安定する （ 図-3）

※エリアによって草丈を変えると生きものの多様性が広がる

「 エコロジカル・ デザイン」

（ いきものまちづくり研究会、1992）を参考に作成
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低 木高 木 小低木・ 草本

サクラ類、ウメ 、ナツツバキ

サルスベリ

ケヤキ、アカシデ、イヌシデ、

コ ナラ、クヌギ など

イロハモミ ジ、ハウチワカ エデ、

カツラ など

ヤマモモ、ヤマボウシ、

エノ キ、ムクノ キ など

シラカシ、アラカシ

スダジイ、タブノ キ など

カント ウタンポポ、スミ レ 類、

ハマヒ ルガオ、

ススキ、オギ、チガヤ

アケビ、ツルウメ モド キ

マンリョ ウ、ヤブコウジ

シュンラン、セキショ ウ

キンモクセイ、クチナシ、

ジンチョ ウゲ、ユキヤナギ、ヤマブキ

マユミ 、マンサク、ニシキギ

ガマズミ 、ムラサキシキブ

ウメ モド キ、ヤマグワ、イヌビワ など

カクレミ ノ 、モッコク、イヌツゲ など冬でも青 と々し た緑

きれいな花、

香りのよい花

緑陰をつくる

彩りを添える

美し い実、

鳥の餌となる実をつける

種類

階層

乾燥化が進む都心に水辺を創出し 、多様な生きものが生息生育できる湿性地をつくります。

• 水辺をつくり、水辺に生きものが棲める様々な工夫を取り入れる

水辺の生きも のを呼ぶ

気候や地形などの条件を考慮して、多様な植物を育てることで、まちに季節感と 豊かな多様性をもたらします。

• 植栽する候補種を、高木、低木、小低木や草本などの階層ごとに選定する

植物で季節の変化を感じ る

水辺や草はら、石積みによって

生息環境の多様性を創出する手法（ 例）

手法5

手法6

移行帯は変化に富んだ生き

ものが生息する大切な場所

林・ 草地・ 水辺の空間利用

（ 移行帯） （ 移行帯）

浅瀬域 湿地 低茎草地 高茎草地

池 草地 疎林

・ コイ、ブラックバスなどの外来魚

・ ザリガニ、カメ などのペット

・ モラルのない人（ 採取・ 給餌）

水生昆虫、魚類への環境圧となるもの

石積みなど生息環境となる

多孔質環境の導入

池の水温上昇を抑制する

草丈の変化する多様な草地環境

水位の変化する水分条件の多様な低湿地

水深の変化に富んだ水際

水生植物の産卵場となる浅瀬

充分な 水深が確保で き な い 場合は

夏期・ 冬期の水温が安定し 、外敵から

身を守れる魚だまりを設定

魚 類 の 産 卵 場

と なる 水際植栽

池水の豊栄養化を 抑制

す る 底 質 素 材 の 導 入

(礫・ 砂・ 焼成土)

鳥類の餌が不足する 秋から

冬に実をつける食餌樹を導入
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港区の地形は、おおまかに

「 1 .台地」「 2 .低地」「 3 .埋立地」の

3つに分けられます。

建設計画地がどの地形に位置す

る か、右図「 港区の地形分類」を

参考に確認してく ださ い。

地域に特有の豊かな自然景観をもち、多様な生きも のがすむ場所として、土地の植物（ 在来種）の植栽による緑化を

すすめます。

• 近隣にある古く からの自然地、神社仏閣等に生育する樹木を参考にして、植栽種を選び、土地の植物の植栽に努める

(例) 国立科学博物館付属自然教育園(台地)、愛宕神社(低地)に生育する在来種を植える

• 埋立地に立地する建設計画地は、「 低地部で植栽する在来種」も用いることができる

• 繁殖力が旺盛で、他種の生育をさまたげるなど、生態系に影響を与える在来種は植栽に注意を要する（ クズ、アズマネ

ザサなど）。植栽後の管理方法の検討が必要である

土地の植物をつかう

植栽種の選定

• 地形やその土地に合う 、どのよう な在来種を植栽するかを選定します。

港区の地形分類

A. 計画地がどの地形分類に位置するか確認します。

20
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台地部で植栽する在来種

つやつやし た葉をもち冬でも葉がおちない木 秋に色づき、冬に葉がおちる木

高木： 3ｍ以上の木

・ シラカシ、アラカシ、アカガシ、スダジイ、ネズミ モチ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ ヒ サカキ、ヤブツバキ

高木： 3ｍ以上の木

・ イヌシデ、コ ナラ、ミ ズキ、ムクノ キ、イロハモミ ジ、エゴノ キ、エノ キ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ マユミ 、ニシキギ、ウグイスカグラ、ムラサキシキブ

ジャノ ヒ ゲ、テイカカズラ（ つる）、

マンリョ ウ、ヤブコウジ、キヅタ（ つる）

イタ チシダ、ベニシダ

草 本

小低木

シダ 類 

草 本

小低木

シダ 類 

ヨ モギ、ユウガギク、チカラシバ、ツユクサ、イヌタ デ、エノ

コ ログサ

アケビ（ つる）

イヌワラビ、シケシダ

キチジョ ウソウ、ヤブラン

小低木： キヅタ、サネカズラ（ つる）

シダ類： イノ デ、アイアスカイノ デ

草 本

小低木

シダ 類 

草 本

小低木

シダ 類 

ヨ モギ、ユウガギク、チカラシバ、ツユクサ、イヌタ デ、

エノ コ ログサ

アケビ（ つる）

イヌワラビ、シケシダ

冬に枯れない草・ 小低木・ シダ類 冬枯れる草

高木： 3ｍ以上の木

・ タブノ キ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ ヒ サカキ、ネズミ モチ、ヤブツバキ、シロダモ

高木： 3ｍ以上の木

・ イヌシデ、コ ナラ、ミ ズキ、ムクノ キ、イロハモミ ジ、エゴノ キ、エノ キ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ イヌビワ、イボタノ キ、ウグイスカグラ、ムラサキシキブ

低地部で植栽する在来種

2
低地

B. 地形に合わせた在来種を確認し 植栽します。
【 地形分類ごと の植栽種※】

1
台地

つやつやし た葉をもち冬でも葉がおちない木 秋に色づき、冬に葉がおちる木

冬に枯れない草・ 小低木・ シダ類 冬枯れる草

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

ツワブキ

フウト ウカズラ（ つる）

オニヤブソテツ

草 本

小低木

シダ 類 

草 本 ハマヒ ルガオ、ヨ モギ、チカラシバ、エノ コ ログサ、チガヤ

高木： 3ｍ以上の木

・ タブノ キ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ト ベラ、マサキ、ヤブニッ ケイ

高木： 3ｍ以上の木

・ アカメ ガシワ

中木・ 低木： 3ｍ未満の木

・ クサギ、ヌルデ、オオバグミ

埋立地で植栽する在来種

3
埋立地

つやつやし た葉をもち冬でも葉がおちない木 秋に色づき、冬に葉がおちる木

冬に枯れない草・ 小低木・ シダ類 冬枯れる草

※「 植栽時における在来種選定ガイド ライン～生物多様性に配慮し た植栽を目指して～」（ 平成26年5月、東京都環境局）、

　「 日本植物群落図説」（ 平成2年、宮脇昭、奥田重俊編）を参考に選定

：

：

：

：
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港区は江戸時代から 政治・ 経済・ 文化の中心地の一部で多く の大名屋敷が立地し 、大規模な緑地として現代に継承

さ れています。この古く から の緑には、多様な生きも のが生息しています。

古く からの緑を活かす

街路樹の豊かな 緑は、道路や建物による 人工的な 景

観要素に負けないほど自然的な 構成要素と なってい

ます。

連続し た緑豊かな街路樹は生きも のの移動経路と な

り、供給地、拠点と なる緑地を 結びます。

緑の拠点を 街路樹で つな げる

赤坂御用地 紀州徳川家中屋敷、明治5年（ 1872年）邸と 敷地が皇室に献上さ れ赤坂離宮と なる。

南北朝時代、白金長者とよばれた豪族柳下上総介の屋敷。

江戸時代、大久保彦左衛門の屋敷。

旧芝離宮恩賜庭園

国立科学博物館付属自然教育園

八芳園

有栖川宮記念公園

芝公園

青山霊園

台場

元禄年間に大久保忠朝が造った庭園。明治9年（ 1876年）に離宮となった後、大正13年（ 1924年）

から公開さ れる。

盛岡藩主、南部家の下屋敷。有栖川宮家の所有の後、昭和9年（ 1934年）に東京市立公園となる。

昭和50年港区に移管。

明治6年（ 1873年）太政官布達により増上寺の境内を含めて公園となる。上野公園、浅草公園と

共に日本初の公園。

美濃郡郡上藩青山家の下屋敷。大久保利通、犬養毅、乃木希典、尾崎紅葉、北里柴三郎ら12万人

あまりの墓所。

名称 歴史的な由来

ペリー来航後、黒船の来襲に備えて幕府が築いた砲台。

図　 生態系に配慮し た街路樹植栽の例　 渡辺達三（ 2000）「 街路樹」デザイン新時代　 を参考に作成

ケヤキ・ シラカシ型（ a）

雑木・ モチノ キ型（ b） タ ブノ キ・ オオシマザクラ 型（ b）

手法8

手法9
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特定外来生物、生態系被害防止外来種については、環境省のサイト 内において、以下のURLで種リスト が記載されています。

※1 特定外来生物 http ://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.htm l

※2 生態系被害防止外来種 http://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/iaslist.htm l

  10-3 外来種の取り扱い

　 地域に特有な豊かな景観と多様な生きものが生息する場所として、港区らし い生物多様性を確保するためには、土地の植物

（ 在来種）による緑化が望まし いも のと 考えています。

　 し かし ながら、緑化すべき場所の条件や市場流通などにより、在来種による植栽が困難または適当でない場合もあります。

そのよう な場合は、緑を確保することを優先し 、外来種（ 園芸種）による植栽についても 許容し 、緑化を進めること が必要です。

　 ただし 、植栽に用いら れる外来種（ 園芸種）のなかには、生態系に悪影響を 与える種があり 、特にそのよう な種の植栽は

控える必要があります。生態系への影響が懸念さ れる種については、下記のよう に指定さ れています。

（ １ ）特定外来生物※1

• 特定外来生物は地域の生態系に重大な影響を及ぼすおそれがある種であり、外来生物法により「 特定外来生物」として指定

さ れた種です。この指定では、栽培、保管、運搬、販売、譲渡、輸入、野外に放つことが禁止さ れ、違反すると 罰則があります。

• 植物では、オオキンケイギク、ミ ズヒ マワリ 、オオハンゴンソウ等16種類が特定外来生物に指定さ れています。20年前にはオ

オキンケイギクやオオハンゴンソウは個人の庭の植栽種やワイルド フラワー緑化と 称し 道路緑化等に用いら れていまし た

が、繁殖力が非常に強く 、自然の草花を駆逐してし まう ため指定に至りまし た。なお、特定外来生物は、次項　 ２ ）に挙げる

「 我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト 」にも含まれています。

（ ２ ）我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種※２

• 外来生物法にもと づく 規制が課さ れる植物ではありませんが、侵略性が高く 、生態系に悪影響を与え得る種として、適切な取

扱いをするよう 環境省および農林水産省が注意を喚起している植物が、「 我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある

外来種リスト 」（ 以下、生態系被害防止外来種リスト ）」に指定さ れています。ハリ エンジュ、ト ウネズミ モチ、キショ ウブなどが

あります。

　「 特定外来生物」「 生態系被害防止外来種リスト 」に指定さ れた植物は植栽を行わないととも に、侵入してきた場合は駆除す

ること が基本です。
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11伐 採 届

  11-1 伐採届の対象 

　 以下に該当する樹木をやむを得ず伐採する計画がある場合には、事前に伐採届の提出が必要です。

• 地上1.2ｍの高さ における幹の周囲が1.0ｍ以上の樹木　 • 面積が100㎡以上の一群の樹林　 • 長さ 20ｍ以上の生け垣

  11-3 伐採届の提出 

　 伐採届は、伐採する概ね7～10日前までに正・ 副各1部を提出してく ださ い。

  11-4 伐採届の作成要領 

　 伐採届（ 11号様式の2）には、次の書類を添付してく ださ い。書類は、A4サイズに折り、左端をホッ チキスまたは紐などで1冊に

綴ってく ださ い。

  11-5 代替植栽について 

　 伐採後、伐採による緑の減少を防ぐ ため、代替植栽をお願いしています。後日建築計画があり、緑化計画書の提出を予定して

いる場合は、代替植栽計画図は不要です。提出時にその旨をお話しく ださ い。

伐採届（ 第11号様式の2）※1

　 　 案内図

　 　 伐採工程表

　 　 平面図、樹木位置図

　 　 代替植栽計画図

　 　 樹木の写真

　 　 近隣説明の結果報告

　 　「 保護樹木・ 樹林指定解除通知書」表紙の写し（ 保護樹木・ 樹林を伐採する場合）

正・ 副ともに申請者（ 原則、所有者）の押印が必要です。

当該地の位置を明示し 、所在地の住居表示をご記入く ださ い。

近隣説明から伐採までの工程ご記入く ださ い。

敷地平面図に伐採予定の樹木位置を明記く ださ い。

11-5を参照く ださ い

伐採する予定の樹木の写真を撮影し 、添付く ださ い。

図書名 作成・ 記載方法

添
　
付
　
書
　
類

• 解体工事・ 建物工事説明会、近隣関係説明会、戸別説明等の中で、伐採について、

近隣住民に説明を行ってく ださ い。

• 伐採届を正・ 副各１ 部提出してく ださ い。

• 伐採届受付時に、伐採理由、伐採内容等、記載事項のチェックを行います。

• 必要に応じ て現地確認を行います。

• 伐採届確認通知として、伐採届副本をお返しし ます。

代替植栽の基準

樹　 木

樹　 林

生け垣

：

：

：

1本あたり

10㎡あたり

10ｍあたり

中高木1本以上または3㎡以上の植栽

近隣説明

① 伐採届の提出

② 内容確認

③ 伐採届副本の交付

伐　 採

概ね7～10日

  11-2 手続きの流れ 

※1  港区ホームページ「 緑化計画書」からダウンロード できます。
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正・副ともに申請者（原則、所有者）の押印⼜は署名が必要です。（令和3年4⽉から）



参 考

  図面等

緑化計画書（ 第9号様式）（ 記入例）

緑化求積図（ 例）

緑化面積計算書（ 例）

植栽樹木一覧表（ 例）

緑化計画平面図・ 断面図（ 例）

既存緑地現況図（ 例）

  植栽

樹種の参考例

樹木の鉢系・ 植穴標準寸法表

 生物多様性緑化

生物多様性緑化チェックリスト（ 記入例）

生物多様性緑化計画平面図（ 例）

参考目標種

  条例・ 施行規則（ 抜粋）

港区みどりを守る条例（ 抜粋）

港区みどりを守る条例施行規則（ 抜粋）
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27

28

28

29

30

31

31

32

34

35

37

38

25



 緑 化 計 画 書（ 第 9 号 様 式 ）（ 記 入 例 ） 提出時に、窓口でご 記入く ださ い

伐
採
す
る
予
定
の
緑
地
を
含
む
、

計
画
前
の
す
べ
て
の
既
存
緑
地
の

面
積
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

地
被
類
の
植
栽
数
量
は
、
鉢
・
㎡

ど
ち
ら
で
ご
記
入
い
た
だ
い
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
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 緑 化 求 積 図

敷地面積

建築面積

延べ床面積

接道部長さ

基準接道部緑化延長

計画接道部緑化延長

基準緑化面積

計画緑化面積

（ う ち既存緑地面積）

屋上緑化対象面積

地上への振替面積

用途＝共同住宅

13.60+ 10.40+ 0.80

24.80×60％

＞14.88ｍ　： OK

11.74+ 14.85

＞26.59㎡　： OK

＞21.10㎡　： OK

1階の一部店舗

住宅共用部870㎡　 店舗120㎡

4.80+ 6.50+ 0.75+ 1.20×4

391.44×0.03+ 990.00×0.015

別紙緑化面積計算書参照

（ 0.5×0.5×3.14）×2+ 1.0×1.0×3.14

（ 利用可能屋上面積）105.50㎡×20％

敷地面積

1,000㎡以上の場合、

ご記入く ださ い。

391.44㎡

168.64㎡

990.00㎡

24.80ｍ

14.88ｍ

16.85ｍ

26.59㎡

131.10㎡

4.71㎡

45.22㎡

0㎡

数 値 備 考 適 用

壁面緑化展開図

8.00

Ｉ

1
.8

0

0.75 1.20

10.40

13.60

0.75 0.80

4.80 6.50

1.20 1.20 1.20
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記号

1

1

2

3

1

2

1

1

1

1

2

算式

11.8×0.75

2.0×0.50×3

0.6×0.6×3.14×4

3.20×0.50

5.40×1.20

0.40×0.50

6.00×1.70

CAD求積

6.50×1.30

10.20×2.60

8.00×1.70

1.70×1.50×2

8.00×1.80

植込部位

A

B

C

D

E

F

G
ベランダ

H
屋上

I
壁面

結果

8.85

3.00

4.52

1.60

6.48

0.20

10.20

24.66

8.45

26.52

13.60

5.10

14.40

小計

8.85

9.12

6.68

10.20

24.66

8.45

26.52

18.70

14.40

127.58合　 　 計

シラカシ

モッコク

ヤマモモ

コ ナラ

イロハモミ ジ

エゴノ キ

コブシ

ナツツバキ

ヤマボウシ

ウバメ ガシ

キンモクセイ

ベニカナメ モチ

ナツミ カン

ムクゲ

サンショ ウ

カラタ チ

シャリンバイ

ジンチョ ウゲ

ヒ サカキ

アジサイ

コ デマリ

ド ウダンツツジ

ヤマブキ

シロヤマブキ

ニシキギ

ムラサキシキブ

ユキヤナギ

センリョ ウ

タ マリュウ 

キヅタ  

スイカズラ 

テイカカズラ 

ノ ウゼンカズラ

ノ シバ

H

3.5 

3.0 

3.0 

3.0 

3.0 

3.0 

5.0 

3.0 

3.0 

2.0 

2.5 

1.8 

1.8 

1.8 

1.8 

1.8 

0.4 

0.5 

0.5 

0.5 

0.5 

0.6 

0.5 

0.5 

0.6 

0.5 

0.8 

0.4 

L0.2

L0.3

L0.3

L0.3

C

0.21 

-

0.12 

0.10 

0.18 

0.12 

0.50 

0.15 

0.15 

5芽立

1本植

W

1.0 

1.2 

0.6 

0.6 

1.0 

0.8 

2.0 

1.0 

1.0 

0.6 

0.8 

0.4 

0.4 

0.5 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

3本立

3本立

0.3 

3本立

3本立

0.4 

0.3 

3本立

7.5 P

9.0 P

9.0 P

9.0 P

9.0 P

1

4

1

1

3

1

1

3

1

16

18

3

5

1

1

1

1

30

40

1

31

1

1

5

1

3

1

2

2

2

90

430

30

6

6

6

478

10

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

㎡

残存

残存、一部移植

残存

5株/㎡

6株/㎡

20株/㎡

10鉢/ｍ

緑化面積計算書（ 例）

植栽樹木一覧表（ 例）

高木

常 緑

落 葉

小計

小計

小計

小計

常 緑

常 緑

落 葉

落 葉

中木

低木

地被類

形 状 寸 法（ m ）
区 分 樹 種 名 摘 要数 量 単 位

 緑 化 面 積 計 算 書（ 例 ） 、 植 栽 樹 木 一 覧 表（ 例 ）

H
は
樹
高
、
C
は
地
上 

1.2 

m 

に
お
け
る
幹
周
、

W
は
葉
張
り
を
表
し
ま
す
。
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• 隣地境界線は赤、道路境界線は青、計画建築物は黄色の線で記入し 、緑地樹木は緑、水面は水色で明示してく ださ い。

• 植栽樹木一覧表を平面図に挿入しても かまいません。

• 地上部の緑化平面図は、建物1階の平面図と 兼ねても かまいません。

• 縮尺は、内容が判別できる程度の適切な大きさ で作成してく ださ い。

• 平面的な緑だけでなく 、立体的な緑の量も 確保できるよう 、高木から 低木までバランスよく 配置してく ださ い。

• それぞれの植え込み地幅に合っ た形状寸法の樹木を 植えてく ださ い。狭い場所に無理やり 大き な木を 植えても 良好に

育ちません。 

 緑 化 計 画 平 面 図 ・ 断 面 図（ 例 ）

5
0
0

B B

A A

C C
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• 既存建築物の範囲をオレンジ、計画建築物の範囲を

黄色の線で明示してく ださ い。

• 状況に応じ て、現況図と 求積図は別々でも かまいま

せん。

• 現存する樹木、緑地の位置と 範囲を 明示し 、樹種、

形状寸法および残存・ 移植・ 伐採の分類を 記入し た

現況樹木一覧表を作成してく ださ い。

・ 既存緑地面積は、そのまとまり 毎に求積し てく ださ い

（ CADによる座標求積可）。

 既 存 緑 地 現 況 図（ 例 ）

シラカシ

コブシ

イロハモミ ジ

ト ウネズミ モチ

マテバシイ

スダジイ

オオムラサキツツジ

サザンカ

サツキツツジ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

H3.5  C0.21  W 4.0

H5.0  C0.5    W 2.0

H3.0  C0.18  W 1.0

H4.5  C0.45  W 4.3

H5.0  C0.6    W 3.0

H5.0  C0.7    W 4.5

H0.8  W 0.6

H1.0  W 0.6

H0.6  W 0.5

数 量

1

1

3

1

1

1

8

6

8

3

17

残存

残存

残存、一部移植

伐採

伐採

伐採

伐採

伐採

伐採

高木

小計

小計

形 状 寸 法区 分 樹 種 名 摘 要

中低木

既存緑地面積　 A16＋B18＝34㎡

B= 18㎡

A= 16㎡
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 樹 種 の 参 考 例

鉢 径

15

17

29

35

30

41

50

70

98

鉢 高

10

12

21

25

22

28

35

47

65

植穴径

25

30

53

65

66

79

92

118

154

植穴深さ

20

23

34

40

30

37

45

58

78

樹木の鉢径・ 植穴標準寸法表　（ 単位はすべてcm ）

※h と は樹高、cと は幹周（ 地上1.2m における幹の周囲）のことを指し ます。

中木

高木

区 分

低木

中木

規格寸法

h= 30

h= 50

h= 150

h= 200

c＝9

c＝15

c＝20

c＝30

c＝45

図

イヌマキ、コウヤマキ、マテバシイ、モチノ キ、モッコク

アオキ、アセビ 、サカ キ、ヒ サカ キ、サザンカ 、ツ バキ、ド ウダンツ ツジ、イ チイ、イヌツ ゲ、キャラ ボク、サンゴ

ジュ 、マンリョ ウ、センリョ ウ、ヒ イラギモクセイ、サツキ、ニッ コウヒ バ、ヤツデ

高 木

中低木

日当たりのよく ない場所、日陰に強いもの

：

：

サンゴジュ、ヤナギ、コブシ、モミ ジバウ、ハンノ キ、シラカ バ、ト チノ キ、コウヤマキ、イヌマキ、イチジク

ナンテン、シモクレン、ヤマブキ、ヤツデ、アジサイ、ヒ イラギナンテン

高 木

中低木

湿気の多い場所に強いもの

：

：

クスノ キ、ヤマモモ、モッコク、マテバシイ、イチョ ウ、ケヤキ、ト ウカエデ、サルスベリ、クヌギ、ユリノ キ、アカシア、

シラカシ、サンゴジュ

カ ナメ モチ、ツ バキ、ピラカンサ、イヌツゲ、イチイ、ウバメ ガシ、カ イヅカ イブキ、サザンカ 、レンギョ ウ、シャリ

ンバイ、キンモクセイ

高 木

中低木

公害に強いもの

：

：

クロマツ、オリ ーブ、ヤマボウシ

ウバメ ガシ、シャリンバイ、ヒ サカ キ、マサキ、ボケ、ニシキギ、ベニカナメ モチ

高 木

中低木

耐風性、耐寒性が強いもの

：

：

ツバキ、サザンカ、イヌマキ、カナメ モチ、サンゴジュ、サカキ、ヒ サカキ、ウバメ ガシ、マサキ、イチイ、キャラボク、

ムクゲ、ヒ イラギモクセイ

中低木

生垣に適するもの

：

ツルマサキ、テイカカズラ、スイカズラ、ナツヅタ、ノ ウゼンカズラ、ト ケイソウ、フ ジ、キヅタ 、ムベ、ピラカンサ、

カ ロライナジャスミ ン

ヘデラ 類、コト ネアスタ ー、サネカズラ、ツルニチニチソウ

登はん

下 垂

壁面緑化に適するつる性植物

：

：
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 生 物 多 様 性 緑 化 チ ェ ッ ク リ ス ト（ 記 入 例 ）

ナミ アゲハ

アジサイ、ムクゲ、ナツミ カン

エゴノ キ、ムラ サキシキブﾞ 、センリョ ウ

テイカカズラ、スイカズラ、キヅタ

公園に隣接する。
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エゴノ キ、ヤブツバキ、イロハモミ ジ
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 生 物 多 様 性 緑 化 計 画 平 面 図（ 例 ） ： 基準緑化面積500㎡未満

※隣接地の緑の状況を 記載し てく ださ い。

※隣接地の緑の状況を 記入し てく ださ い。

隣接する

公園等

大径木

池

21

4 3

6

5

屋上に小規模の水辺を 設置し 、カ キツ バタ やオモダカ などの抽水植物を 植えた

隣接地沿いの屋上にプランタ ーを 設置し 、キアゲハの食草と なる ニンジン やパセリ を 植えた

野鳥や昆虫がやってく る壁面緑化を 行っ た

アゲハの吸蜜▶ テイカカズラ、ノ ウゼンカズラ 　 野鳥の採餌▶ スイカズラ の実、キヅタ の実

ナミ アゲハを 呼ぶため、食草と なるナツミ カ ン、サンショ ウそし てカ ラ タ チを ベランダに植えた

エゴノ キやコ ナラ など土地の植物（ 在来種）を 植えた

1
2
3

4
5
6 道路に面し てニシキギなど実のなる樹木やナツ ツ バキなどの花の咲く 樹木を 植えた
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 参 考 目 標 種

港区エコ ロジカ ルネット ワーク 検討に用いた目標種で す。ここ にあげた目標種（ 4種および3類）は、あく まで も 参考で す。

建築計画地周辺の状況や生物現況に沿っ た目標設定をし てく ださ い。

分類

鳥
　
　
類

両

生

類

種名

移動力
港区で の生息環境

樹木、樹林地

緑の多い市街地

【 繁殖】概ね1ha以上の緑地

• 声や姿で判別し やすい

• 樹林を好む

• 区内で広く 見られる

樹林、水辺地

【 繁殖】赤土ののり面に巣穴を掘る

• 判別し やすい

• 魚類等の生息する水辺環境

古川、運河、内陸部の池

【 繁殖】第六台場にコ ロニー（ 繁殖地）

• 足の指が黄色で判別し やすい

• 池や海で見られる

移動力

高

シジュウカラ

移動力

高

カワセミ

移動力

低

アズマ
ヒキガエル

移動力

高

サギ類のう ち

コサギ

豊かな林床や

落ち葉が溜まっている

樹林地と 水辺が一体の環境

• 港区の都心でもエサとなる

　 昆虫類が豊かな樹林地や

　 個人の庭に生息する

指標性 写　 真
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草地

【 繁殖】小規模な草地でも繁殖可能

• 判別し やすい

• 港区で減少している

　 草地の指標となる

分類

昆

虫

類

種名

移動力
港区で の生息環境

移動力

中

ト ンボ類

移動力

中

チョ ウ類

移動力

中

バッタ類

指標性 写　 真

※港区に生息する生きも のについては「 港区のみどりと 生きも の2010」に詳しく 記載さ れていますので、参考にしてく ださ い。

「 港区のみどりと 生きも の2010」は、【 区政資料室】・【 各地区総合支所管理課】の窓口で販売しています。

シオカラト ンボ

クロアゲハ

ショ ウリョ ウバッタ

樹林、草地、水辺地（ 池、プール）

生活史のステージにより

生活環境を変える

【 繁殖】水辺

• 姿で判別し やすい

• 区内で広く 見られる

花壇、植え込みなどの植栽地

小規模な緑地でも誘致が可能

【 繁殖】花壇、小規模な緑地

• 判別し やすい

• 区内で広く 見られる
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 港 区 み ど り を 守 る 条 例 お よ び 施 行 規 則（ 抜 粋 ）

港区条例第11号  港区みどりを守る条例（ 抜粋）

（ 目的）

第一条 この条例は、港区におけるみどり の保全及び創出に関し 、必要な事項を定めること により、区民が豊かなみどり のも たらす恩恵を

享受し 、快適な生活を営むこと ができる環境の実現に資することを目的とする。

（ 定義）

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

一 区民　 区内に居住し 、勤務し 、又は在学する者をいう 。

二 事業者　 区内で事業活動を行う ものをいう 。

三 みどり　 樹木、樹林、生け垣、草花等の植物及び水、土壌、大気等の動植物の生息地又は生息地が一体となつて構成さ れた自然環境をいう。

（ 区長の責務）

第三条 区長は、区民及び事業者と 協働し 、あらゆる施策を通じ て、みどりの保全及び創出に努めなければならない。

2 区長は、みどりの保全及び創出に関する区民の提案及び意見について、施策に反映するよう 勤めなければならない。

（ 区民の義務）

第四条 区民は、自ら進んでみどりの保全及び創出に努めるととも に、区の施策に協力し なければならない。

（ 事業者の責務）

第五条 事業者は、事業活動を行う に当たつて、積極的にみどりの保全及び創出に努めるとともに、区の施策に協力し なければならない。

（ その他のみどりの保全）

第十六条 区長、区民及び事業者は、保護樹木等以外の樹木等について、伐採等は極力避けるよう その保全に努めなければならない。

2 区長、区民及び事業者は、水、土壌及び大気を良好な状態に保存するよう 努めなければならない。

3 区長、区民及び事業者は、地下水及び湧水の涵養に努めなければならない。

4 区長、区民及び事業者は、斜面緑地（ 台地、丘陵地その他の起伏のある土地の斜面に形成さ れた緑地で、自然環境が保全さ れているもの

をいう 。）の保護に努めなければならない。

（ 公共施設の緑化）

第十七条　 区は、その設置し 、又は管理する道路、河川、公園、公営住宅、学校、庁舎等（ 以下「 公共施設」と いう 。）について、区長が定める基

準により、植樹するなどその緑化に努めなければならない。

2 国、地方公共団体等の機関は、その設置し 、又は管理する公共施設について、前項の基準に準じ てその緑化に努めなければならない。

（ 民間施設の緑化）

第十八条　 区規則で定める面積以上の敷地を有する区民及び事業者は、その敷地に、区規則で定める基準により、樹木を植えるよう 努め

なければならない。

2 区長は、前項の基準を達成するため、区民及び事業者に対し 、必要な助言又は勧告を行うこと ができる。

3 区長は、前項の勧告を受けた区民及び事業者がその勧告に従わなかつたときは、その旨を公表すること ができる。

   付則（ 平成二一年三月二五日条例代一〇号）

1 この条例は、平成二十一年四月一日から施行する。

第 一 章 　 総 則

第 三 章 　 み ど り の 創 出

37



（ 公共及び民間施設の緑化）

第十一条 条例第十七条第一項に規定する区長が定める基準及び条例第十八条第一項に規定する区規則で定める基準は、別表のと おり

と する。

2   条例第十八条第一項に規定する区規則で定める面積は、二百五十平方メ ート ルとする。

3   前二項に定めるもののほか、区、区民及び事業者は、区長が別に定める指針に基づき緑化に努めるも のとする。

（ 緑化計画書等の提出）

第十二条 条例第十八条第一項に規定するものが建築を計画するときは、あらかじ め緑化計画書を区長に提出し なければならない。

2   前項に規定するものが同項の緑化計画書の内容を変更しようとするときは、緑化変更計画書を区長に提出し なければならない。

3   第一項に規定する緑化計画及び前項に規定する緑化変更計画は規則で定める緑化基準に適合し なければならない。

4 　第一項に規定する緑化計画書を区長に提出し たものは、当該緑化計画書の内容に従い、みどり の適切な維持管理に努めなければなら

　  ない。

（ 勧告）

第十二条の二 区長は、前条第三項に規定する緑化計画等の認定を受けないで建築を計画するもの又は認定を受けた緑化計画等の内容

に違反若しく は計画を履行し ないものに対し 、緑化計画等の認定を受けるよう 又は緑化計画等を履行するよう 勧告するものとする。

（ 公表）

第十二条の三 区長は、前条の規定による勧告を受けたものが、正当な理由なく 当該勧告に従わない場合において、必要があると 認めると

きは、事実を公表すること ができる。

2   区長は、前項の規定による公表をしようと するときは、あらかじ め、当該公表をさ れるべきも のにその理由を通知し 、そのも のが意見を

　  述べ、証拠を提示する機会を与えなければならない。

3  第一項の規定による公表は、そのも のの氏名及び住所（ 法人又は団体にあっては、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）、公表の

　  理由及びその他必要な事項を港区役所前掲示場及び総合支所前掲示場に掲示して行う も のとする。

（ 緑化完了届）

第十二条の四 緑化計画等の認定を受けたものは、当該認定に基づく 緑化が完了し たときは、速やかに緑化完了届を区長に提出し なけれ

ばならない。

2   区長は、前項の届を受理し たときは、緑化計画等の履行について職員に実地調査をさ せるものとする。

3   区長は、前二項の規定により緑化が計画どおり実施さ れていると 認めたときは、当該提出者に対し 確認書を交付する。

（ 伐採届）

第十二条の五 次の各号のいずれかに該当する樹木を 伐採するも のは、伐採届を区長に提出し なければなら ない。この場合において、

樹木を伐採するものは、代替の植栽に努めるものとする。

一 地上一・ 二メ ート ルの高さ における幹の周囲が一・ 〇メ ート ル以上の樹木

二 面積が百平方メ ート ル以上の樹林

三 長さ が二十メ ート ル以上の生け垣

2   前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、伐採届の提出を省略すること ができる。

一 災害等による緊急措置として行う 場合

二 病虫害その他の理由による枯死の場合

3   区長は、必要があると 認めるときは、樹木の伐採について職員に実地調査を行わせ、並びに指導及び助言を行わせること ができる。

      付　 則（ 平成二一年三月二五日条例代一一号）

     　 1   この規則は、平成二十一年四月一日から施行する。

      付　 則

     　 1   この規則は、平成二十八年二月一日から施行する。

     　 2   この規則の施行の日前に区長に提出さ れた緑化計画書及び緑化変更計画書に係る緑化基準については、なお従前の例による。

 港 区 み ど り を 守 る 条 例 お よ び 施 行 規 則（ 抜 粋 ）

港区規則第64号港区みどりを守る条例施行規則（ 抜粋）
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 別 表（ 第 1 1 条 関 係 ）
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屋外運動競技施設
処理場

3 0 ,0 0 0
以上

1 ,0 0 0
以上

3 ,0 0 0
未満

1 ,0 0 0
未満

3 ,0 0 0
以上

1 0 ,0 0 0
未満

1 0 ,0 0 0
以上

3 0 ,0 0 0
未満
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